
 

 

令和 5 年度中学校武道授業（空手道）指導法研

究事業（主催＝日本武道館・全日本空手道連盟・

日本武道協議会、後援＝スポーツ庁）は、5 月 13

日、研究者 8 名（内 1 名はオンライン参加）、研

究協力者 5 名、連盟事務局 3 名の計 16 名が出席

して、日本武道館大会議室にて実施された。 

本事業は中学校保健体育科における武道授業

の充実へ向け、教育効果の上がる指導計画、指導

内容、指導法、評価等について研究討議するもの

で、今回は 8 月実施予定の第 14 回全国空手道指

導者研修会と、令和 5 年度学校武道推進事業につ

いて検討・協議された。  

 

開講式では、高
たか

橋
はし

昇
のぼる

公益財団法人全日本空手道

連盟事務局長と和
わ

田
だ

健
たけし

公益財団法人日本武道館

振興課長による主催者挨拶の後、研究者を代表し

て、小
こ

山
やま

正
まさ

辰
し

研究者が挨拶を述べた。 

開講式後、研究協議（1）「全国指導者研修会の

実施内容について」では、事務局から暫定の講習

内容と全体構成の説明が行われた後、研究者・研

究協力者から昨年度の反省や今年度に向けての

改善案や講習内容について協議・発表があった。 

研究協議の中で井
いの

下
した

佳
か

織
おり

研究者は「昨年模擬授

業を展開した際に、技術紹介までの導入部に時間

がかかり実際に学習する時間が足りなくなって

しまったので、時間管理が課題である。また、講

師が空手の形などの技術面を一方的に教えて終

わりにするのではなく、生徒が主体的に学ぶ姿勢 

に繋げられるよう工夫していきたい」と述べた。 

 

 

また、日
ひ

野
の

一
かず

男
お

研究者は、最近学校現場で熱中症

が増加していることや、熱中症による後遺症を負

った生徒の事例に触れ、「講習の中で熱中症を絶

対に起こさないように伝えたい」と、その対策の

必要性を訴えた。 

休憩を挟み、研究協議（2）「令和 5年度学校武

道推進事業について」に移り、連盟事務局より、

令和 5年度における新規事業の企画書案と「特別

支援学校・学級への取り組み」について概要説明

があり、事業の実施方法や参加対象者、運営方法

について協議された。 

「特別支援学校・学級への取り組み」では、昨

年指導書を作成して注力してきた知的障害のみ

ならず、さまざまな障害に対応した指導法につい

て協議され、高橋事務局長から「全日本空手道連

盟もパラスポーツ協会への登録が完了し、障害の

ある生徒への指導法について情報が入ってきて

いるので、それを特別支援学校に共有していきた

い」との発言があった。 

閉講式では、研究者代表の小山研究者の講評に

続き、日下
く さ か

修
しゅう

次
じ

全日本空手道連盟顧問、和田健日

本武道館振興課長が主催者挨拶を述べ、予定して

いた内容をすべて終え、閉会となった。 
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